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○「漢字の読み・書き」では、日頃から積極的に活用する意識をもたせる。例えば、 

授業では作文、新聞・リーフレットづくりなどで積極的に漢字を使わせる指導をし、 

家庭学習では日記・短文作り等で経験を多く積ませる。 

○「書くこと」では、「読むこと」と関連づけて、国語辞書や漢字辞典の利用を習慣づけた

り、読書や新聞の活用をしたりする指導を継続していく。 

 

 今後の具体的な取組について 

 
 
 

国 語 Ｂ 
（主として「活用」に関する問題） 

国 語 A 
（主として「知識」に関する問題） 

≪優れている所≫ 

○「書くこと」では、自分の想像したこ

とを物語に表現するために、文章全体

の効果を考えて書くことができてい

る。 

○「読むこと」では、登場人物の心情に

ついて、情景描写を基に捉えることが

できている。 

○「言語についての知識・理解・技能」

では、文の中における主語と述語との

関係などに注意して、文を正しく書く

ことができている。 

 

 

≪努力を要する所≫ 

○「読むこと」では、目的に応じて適切

な段落や部分を選び、情報を取り出し

ながら読むことができていない。 

○「言語についての知識・理解・技能」

では、学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を文の中で正しく使うことがで

きていない。 

○日常生活で使われている慣用句の意味

を理解して使うことや、相手や目的に

応じ適切な敬語を使うことができてい

ない。 

≪優れている所≫ 

○「書くこと」では、目的や意図に応

じ、内容の中心を明確にして、詳しく

書くことができている。 

○「読むこと」では、目的に応じて、複

数の本や文章などを選んで読むなど、

効果的な読み方を工夫することができ

ている。 

○伝記を読んで、目的に応じて、文章の

内容を的確に押さえ、自分の考えを明

確にしながら読むことができている。 

 

 

≪努力を要する所≫ 

○「話すこと・聞くこと」では、話し合

いの参加者として質問の意図を捉える

ことができていない。 

○「学級において、自分たちの言葉の使

い方を見直すために、立場を決めて話

し合う」場面で、話し手の意図を捉え

ながら聞き、自分の考えと比べ、共通

点や相違点、関連して考えたことなど

を整理し、自分の考えをまとめること

ができていない。 

 
○「漢字の読み・書き」を国語学習の基礎とし、授業や家庭学習等で反復して練習する場面を

多く設けてきた。実際に文や文章の中で正しく漢字を選択して使うなど、漢字を児童自ら活

用し、応用する技能を高めていく必要性がある。 

○「書くこと」では、相手や目的に応じたさまざまな表現方法を学習してきた。「読むこと」

と関連させて、相手や目的に応じた表現方法を自ら取捨選択し、活用する経験を多く積ませ

る必要性がある。 

 これまでの取組から 
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○算数的活動などで、具体物・半具体物を使って実感を伴った活動をしたり、式や

図、言葉などを使って自分の考えをもち、発表する場を設けたりしてきた。ま

た、朝学習や家庭学習等で復習する習慣をもたせてきた。基礎的知識・技能を定

着させ、問題場面を的確に捉える文章読解力等を高めていく必要性がある。 

 

 これまでの取組から 

 
○問題場面を的確に捉えて、判断の理由を数学的に表現する力を高めるために、算

数的活動など様々な学習方法を通して「式、図、言葉を関連づけて説明する」こ

とを引き続き大切にしていく。 

○日常生活の事象を、既習事項を活用して数学的に解釈し、事柄を適切に判断した

り、判断した理由を数学的に表現したりする場面を、学習の中に意図的に取り入

れる。 

○具体的な操作や実験・実測などの活動を工夫し、量感をつかむことができるよう

にする。 

 

 今後の具体的な取組について 

 
 

≪優れている所≫ 

○「数と計算」「数量関係」では、１

に当たる大きさを求める問題で、除

数が小数である場合でも除法を用い

ることを概ね理解している。 

 

○「図形」では、円の直径に対する割

合が一定であり、円周の直径に対す

る割合のことを円周率ということを

概ね理解している。 

 

 

≪努力を要する所≫ 

○「量と測定」では、１８０°や 

３６０°を基に分度器を用いて、 

１８０°よりも大きい角の大きさを

求めることができていない。 

 

○「数量関係」では、基準量と比較量

を正しく捉え、割合の求め方及び百

分率の意味を正しく理解し、求める

ことができていない。 

≪優れている所≫ 

○「図形」では、合同な正三角形で敷

き詰められた模様の中に、正三角形

四つでできている図形など、条件に

合う図形を見いだすことができてい

る。 

 

○数学的な考え方の問題を解決するた

めに、示された考えを解釈し、５０

秒、６０秒の場合など他の数値の場

合に適用して、その結果を表に整理

することで、条件に合う時間を判断

することができている。 

 

≪努力を要する所≫ 

○「数と計算」では、折り紙の輪の色

の規則性を解釈し、それを基に条件

に合う色を判断することができてい

ない。 

 

○「３２、４０」の二つの数の和が９

の段の数になる理由を、分配法則を

用いた式に表すことができていな

い。 
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≪優れている所≫ 

○「生命・地球」では、安全に留意し、生物を愛護する態度をもって、野鳥のひな

を観察できる方法を構想することができている。 

 

○「物質・エネルギー」「生命・地球」では、目的の時間帯だけモーターを回して

扇風機を作動させるためにには、『光電池を使ってモーターを回すことなどがで

きること』『日陰は太陽の光を遮るとでき、日陰の位置は太陽の動きによって変

わること』を、太陽の一日の位置の変化に合わせた切れ込みのある箱の中での光

電池の適切な位置や向きに適用することができている。 

 

○物を水に溶かしても全体の重さは変わらないことを、食塩を溶かして体積が増え

た食塩水の場合にも適用し、全体の重さを正しく量ることができている。 

 

 

≪努力を要する所≫ 

○「生命・地球」では、上流側の雲の様子や、雨の降っている所と下流側の川の水

位の変化から、上流側の天気と下流側の水位の関係について正しく分析し、考察

することができていない。 

 

○「物質・エネルギー」では、ろ過後の溶液に砂が混じっている状況に着目しなが

ら、誤った操作に気づき、適切に操作する方法を選ぶことができていない。 

 

○「物質・エネルギー」では、回路を流れる電流の流れ方について、自分の考えと

異なる他者の予想を基に、検流計の針の向きと目盛りを正しく選ぶことができて

いない。 

 
○「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」などの化学の基本的な概念を柱

に、観察・実験など体験を伴った学習をすすめてきた。特に、学年に応じ

て理科専科の教諭や理科支援員による観察・実験を中心とした問題解決活

動の充実により、知識・技能の定着が図られてきた。 

 これまでの取組から 

 
○理科に関する知識・技能を、単に身につけているだけではなく、観察・実

験を中心にした問題解決による学習活動や、実際の自然や日常生活などの

他の場面で発揮できる経験を多く積ませる。 

 今後の具体的な取組について 
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生活について 
 

学習について 
 

≪よかった所≫ 

○「５年生までに受けた授業で、自分の

考えを発表する機会では、自分の考え

がうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表していた

と思いますか」という設問では、そう

思う、どちらかというとそう思うと答

えた児童の割合が、県や全国の平均を

上回っている。 

○「理科の授業で、観察や実験の進め方

や考え方が間違っていないかを振り返

って考えていますか」という設問で

は、当てはまると答えた児童の割合

が、県や全国の平均を約２０ポイント

上回っている。 

 

≪課題と思われる所≫ 
○「算数の勉強は好きですか」「算数の

勉強は大切だと思いますか」という設

問では、当てはまる、どちらかといえ

ば当てはまると答えた児童の割合が、

県や全国の平均より１０ポイント以上

低く、算数に対する苦手意識がみられ

る。 

○今回の国語と算数の調査に取り組む時

間が足りなかったと答える児童の割合

が高く、時間内で処理する力に課題が

ある。 

≪よかった所≫ 

○「将来の夢や目標をもっていますか」

という設問では、当てはまると答えた

児童が非常に多く、どちらかというと

当てはまると答えた児童の割合と合わ

せて約８７％と、県や全国の平均を上

回っている。 

○「学校のきまりを守っていますか」と

いう設問では、当てはまる、どちらか

というと当てはまると答えた児童の割

合が９０％を超えており、県や全国の

平均を上回っている。 

≪課題と思われる所≫ 
○普段家庭で過ごす時間で、学習時間が

３０分未満の児童が約２０％、読書時

間が全くない児童が約２２％となって

おり、学習や読書の習慣が身について

いない児童の割合が高い。 

○放課後や週末に何をして過ごすことが

多いかという設問では、家でテレビや

ビデオ・ＤＶＤを見たり、ゲームをし

たり、インターネットをしたりしてい

る児童の割合が、県や全国の平均より

高い。 

○携帯電話やスマートフォンの使い方に

ついて、学校や家の人と約束したこと

を守れる児童が少なく、節度ある行動

に課題がある。 

  これまでの取組から 

○日々の学習の中で、話し合い活動や調べ学習を多く取り入れてきたため、意欲が

向上している。今後も自分の考えを文章にまとめたり、発表したりするなどの、

言語活動を充実させていく。 
○朝読書や、PTA の協力を得た本の読み聞かせなど、本に親しむ機会を大切にし、

継続していく。 

  今後の具体的な取組について 

○家庭学習の充実を目指し、学年の発達段階を踏まえ、系統的な学習のあり方を検

討する。その際、保護者の理解と協力を得るため、連携を十分に図るようにす

る。 
○携帯電話やスマートフォン、ゲームに関する子どもへの「ネチケット」を学ぶ機

会を定期的に設けるとともに、保護者へ様々なインターネットトラブルの現状や

気をつけることを伝えていくようにする。 
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１

朝食を毎日食べていますか。

２

３

○○○○○○○○○○○○○○○○

４

○○○○○○○○○○○○○○○○

５

○○○○○○○○○○○○○○○○

６

○○○○○○○○○○○○○○○○

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果の分析より、「ご家庭で取り組んでいただき

たい６つの項目」をまとめました。できることから、ぜひ、始めてみてください。
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毎日、朝食をとりましょう。

朝食は一日の活動の大切なエネルギーです。

しっかりと朝食をとらせ、登校させてください。

１

朝食を毎日食べていますか。

ゲームやPC、スマホゲーム、ＳＮＳ

など、時間を決めてやりましょう。

情報機器を使う時間を決めるなどをして、家族との

コミュニケーションの時間を増やすことも大切です。

２

睡眠時間の確保を。

体をつくる成長期の子どもたちにとって、睡眠は大

切です。早寝・早起きを心がけさせてください。

３

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。

家庭でのコミュニケーショ

ンの確保を。
家庭でのコミュニケーションを増やし、学校での出

来事や友達関係といった様子をみとってください。

４

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事に

ついて話をしますか。

毎日、家庭学習の時間を決

めて勉強しましょう。
毎日の積み重ねが学習の定着につながります。時

間や場所を決める等の学習習慣が大切です。

５ 地域とのつながりを大切に

していきましょう。

普段一日あたりどれくらいの時間、勉強をしま

すか。（塾・家庭教師を含む）

子どもは地域で育ちます。今後も地域での催

しには進んで参加をうながしてください。

６

今住んでいる地域の行事に参加していますか。

放課後に何をして過ごすことが多いですか。

（複数回答可）

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果の分析より、「ご家庭で取り組んでいただき

たい６つの項目」をまとめました。できることから、ぜひ、始めてみてください。
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ご家庭で取り組んでいただきたいこと
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